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腕を組んで１００名のガンバロー

市民会館での旗開き

田村新議長の挨拶

あいさつする神議長

教育会館での旗開き 今副議長も参加

10
月
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

市
民
と
野
党
の
共
闘
で

安
倍
内
閣
退
陣
！

■
い
き
な
り
だ
が
、安
倍
首
相

は
今
年
、通
算
在
職
日
数
で
歴

代
首
相
を
次
々
と
抜
く
。２
月

に
吉
田
茂
、６
月
に
伊
藤
博
文
、

８
月
に
大
叔
父
の
佐
藤
栄
作
を

超
え
、11
月
に
は
戦
前
戦
後
を

通
じ
て
最
長
の
桂
太
郎
の
記
録

を
塗
り
替
え
る
こ
と
に
な
る
の

だ
そ
う
。ま
あ
、記
録
な
ど
ど
う

で
も
良
い
の
だ
が
、沖
縄
を
は

じ
め
、人
々
の
声
が
無
視
さ
れ

踏
み
に
じ
ら
れ
る
今
の
政
治
は

何
と
し
て
も
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。■
今
年
は
亥
年
、そ
し

て
選
挙
イ
ヤ
ー
で
も
あ
る
。亥

年
は
統
一
地
方
選
と
参
院
選

が
重
な
る
「
亥
年
選
挙
」の
年

だ
。亥
年
は
「
荒
れ
る
」と
言
わ

れ
、12
年
前
と
24
年
前
の
前
２

回
は
自
民
党
が
苦
戦
し
、結
果

と
し
て
時
の
総
裁
は
２
度
と
も

そ
の
座
を
追
わ
れ
た
。し
か
も
、

12
年
前
の
総
裁
は
、安
倍
晋
三

首
相
。何
と
も
言
え
な
い
巡
り

会
わ
せ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。■

そ
の
安
倍
首
相
は
昨
年
末
、20

年
の
改
正
憲
法
施
行
を
目
指
す

考
え
を
改
め
て
表
明
し
た
。だ

が
、改
憲
論
議
は
参
院
選
後
ま

で
本
格
化
さ
せ
な
い
構
え
の
よ

う
だ
。10
月
か
ら
は
消
費
税
増

税
も
控
え
て
い
る
。お
得
意
の

選
挙
前
に
触
れ
ず
、終
わ
れ
ば

本
領
を
発
揮
す
る
と
い
う
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
大
い
に
予
想
さ

れ
る
が
、そ
う
何
度
も
同
じ
手

が
通
用
す
る
か
！
っ
て
の
。ち

な
み
に
、「
亥
」は
十
二
支
の
最

後
で
「
根
ざ
す
」「
蓄
え
る
」等

を
意
味
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充

満
し
て
い
る
様
子
を
表
す
と
の

こ
と
。２
０
１
９
年
、楽
し
み
な

の
は
間
違
い
な
い
。 

　（
ノ
リ
）

最
賃
一
〇
〇
〇
円
以
上
の

意
見
書
採
択
運
動

　

１
月
11
日
、
県
労
連
・
東
青

労
連
合
同
旗
び
ら
き
が
開
催

さ
れ
、
来
賓
・
組
合
員
な
ど

１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

奥
村
榮
県
労
連
議
長
は
、
沖

を
か
け
る
こ
と
は
必
至
。
医
師

の
増
員
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

長
野
県
の
公
立
小
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
の
時

間
外
労
働
が
３
年
連
続
で
80
時

間
を
超
え
た
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
で
教
職
員
の
精
神
疾

患
に
よ
る
休
職
者
が
17
年
度
で

５
０
７
７
人
（
青
森
県
46
名
）

と
学
校
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
今
こ
そ
教
職
員
の

増
員
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
法
制
改
悪
反
対
青
森
県

連
絡
会
は
、
働
き
方
改
革
関
連

法
の
具
体
化
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
青
森
市
で
１
月
か
ら
月
２

回
の
街
頭
宣
伝
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
職
場
・
地
域
か
ら
署

名
活
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
の
19
州
で
新
年
か

ら
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
の
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
は
連

邦
と
州
・
市
ご
と
の
最
賃
が
あ

り
、
高
い
方
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ

キ
で
立
ち
上
が
り
、
「
15
ド
ル

運
動
」
の
発
祥
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
で
は
２
ド
ル
引
き
上
げ
15

ド
ル
に
な
り
ま
し
た
。
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
も
12
ド
ル
へ
引
き

上
げ
、
民
主
党
は
15
ド
ル
へ
の

引
き
上
げ
を
連
邦
議
会
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

韓
国
は
18
年
、
全
国
一
律

16
・
４
％
の
引
き
上
げ
に
続
い

て
、
新
年
か
ら
10
・
９
％
、

８
３
５
円
に
引
き
上
げ
、
日
本

の
Ｂ
ラ
ン
ク
に
匹
敵
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

は
、
「
黄
色
い
ベ
ス
ト
運
動
」

に
押
さ
れ
て
月
１
３
０
０
０
円

の
引
き
上
げ
を
決
め
ま
し
た
。 

　

日
本
は
昨
年
２
０
０
２
年
以

降
で
は
最
高
の
時
給
26
円
引
き

あ
げ
、
全
国
平
均
８
７
４
円
と

し
ま
し
た
が
、
「
健
康
で
文
化

縄
知
事
選
挙
に
お
け
る
オ
ー
ル

沖
縄
で
圧
勝
し
た
よ
う
に
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
、
一
斉
地
方

選
挙
と
参
院
選
を
勝
利
し
、
安

倍
内
閣
退
陣
に
追
い
込
も
う
と

よ
び
か
け
ま
し
た
。

　

政
党
か
ら
の
来
賓
と
し
て
立

憲
民
主
党
の
山
内
崇
代
表
、
共

産
党
の
斉
藤
美
緒
県
書
記
長
が

挨
拶
し
ま
し
た
。
両
氏
は
、
野

党
間
の
協
議
で
参
院
選
挙
で
野

党
統
一
で
安
倍
内
閣
を
退
陣
に

追
い
込
む
こ
と
で
一
致
し
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
国
民
民

主
党
と
社
会
民
主
党
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
の
11
組
合
が
春
闘
の
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
第
63

代
県
民
謡
王
座
の
自
治
労
連
傘

下
の
わ
っ
し
ょ
い
分
会
の
吉

田
・
西
塚
ペ
ア
の
民
謡
を
皮
き

り
に
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
全
員
参

加
に
よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

な
ど
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
最
後
に

全
員
輪
に
な
っ
て
、

「
が
ん
ば
ろ
う
」
を

合
唱
し
て
終
了
し
ま

し
た
。

　

県
内
６
カ
所
で
旗

び
ら
き
が
開
催
さ

れ
、
来
賓
を
含
め
て

２
５
０
名
が
参
加
、

闘
い
の
決
意
を
固
め

合
い
ま
し
た
。

労
働
法
制
の

具
体
化
を

許
さ
ず

的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
と
は

ほ
ど
遠
い
も
の
で
す
。
東
京
都

と
青
森
の
格
差
は
拡
大
す
る
一

方
で
す
。

　

県
労
連
は
、
３
月
の
地
方
議

会
に
「
生
活
で
き
る
最
低
賃
金

の
改
善
」
の
意
見
書
採
択
運
動

に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
通
常
国
会
で
「
働
き

方
改
革
関
連
法
案
」
が
強
行
成

立
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

①
時
間
外
労
働
は
繁
忙
期
に
月

80
時
間
、
年
９
６
０
時
間
の
許

容
②
残
業
代
ゼ
ロ
法
（
高
プ

ロ
）
制
定
③
有
給
休
暇
年
５
日

取
得
の
義
務
化
な
ど
で
す
。

　

厚
労
省
は
、
医
師
の
残
業
時

間
の
上
限
を
２
０
０
０
時
間
と

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す

（
月
平
均
１
６
０
時
間
）
。
過

労
死
ラ
イ
ン
の
月
80
時
間
の
２

倍
で
、
医
師
の
過
労
死
に
拍
車
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第339回
クロスワード
パズル

青
森
駅
前
で
の
行
動

若
い
人
も
署
名

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
の
廊
下

の
壁
に
「
再
犯
防
止
―
内
閣
総

理
大
臣
・
安
倍
晋
三
」
と
書
か

れ
た
法
務
省
の
ポ
ス
タ
ー
あ

り
。
ア
ベ
総
理
に
こ
そ
「
再
犯

防
止
」
の
民
の
声
を
突
き
付
け

た
い
。
（
加
福
重
治
・
年
金
者

組
合
）

子
ど
も
が
入
院
し

最
賃
千
円
で
景
気
回
復
を

ー
県
春
闘
共
闘
会
議
総
会
ー

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対

土
砂
投
入
や
め
ろ
！

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
②
臨
時
講

師
は
千
人
を
超
え
て
い
る
、
常

勤
は
正
規
と
同
じ
仕
事
を
し
て

お
り
、
総
務
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
活
用
し
待
遇
改
善
を
図
り
た

い
。
と
発
言
。
農
協
労
組
か
ら

は
、
農
業
・
農
協
改
革
は
大
規

模
農
業
推
進
で
あ
る
が
、
世
界

の
流
れ
は
家
族
農
業
を
守
る
方

向
。
県
国
公
か
ら
は
、
ビ
ク
ト

リ
ー
マ
ッ
プ
の
作
成
と
活
用
、

増
員
署
名
の
協
力
の
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。
県
教
組
か
ら
は
、

タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
が
進
ん

で
い
な
い
、
教
職
員
の
長
時
間

労
働
根
絶
に
向
け
取
り
組
む
。

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
、
県
春
闘
共
闘
会

議
の
２
０
１
９
年
総
会
が
開
催

さ
れ
、
猛
吹
雪
の
中
、
10
組
織

17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
奥
村

議
長
は
、
２
０
１
８
年
を
振
り

返
っ
て
、
①
安
倍
政
権
に
９
条

改
憲
案
を
出
さ
せ
な
か
っ
た
②

沖
縄
県
知
事
選
挙
で
は
史
上
最

高
の
得
票
で
勝
利
③
国
会
運
営

は
、
森
友
・
公
文
書
改
ざ
ん
、

入
管
法
デ
ー
タ
隠
ぺ
い
な
ど
、

強
行
採
決
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と

批
判
し
ま
し
た
。
今
年
の
参
院

選
で
何
と
し
て
も
３
分
の
２
を

崩
す
必
要
が
あ
り
、
野
党
統
一

で
勝
利
を
と
訴
え
ま
し
た
。
高

教
組
か
ら
は
、
①
養
護
学
校
で

国民の要求は改憲でない

看
護
実
習
の
お
兄
さ
ん
が
息
子

の
担
当
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

色
ん
な
話
を
し
て
く
れ
、
ゲ
ー

ム
を
持
っ
て
病
室
に
遊
び
に
来

て
く
れ
、
す
っ
か
り
子
ど
も
と

仲
良
し
に
。
看
護
の
現
場
は
大

変
な
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
素
敵
な
看
護
師
に
な
っ
て
欲

し
い
で
す
！
（
笹
村
明
日
香
・

民
医
労
）

４
人
目
が
誕
生
し

３
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
お
正

月
は
姉
た
ち
と
姪
っ
子
、
甥
っ

子
も
実
家
に
集
ま
り
、
両
親
に

と
っ
て
６
人
目
の
孫
が
集
ま
る

初
め
て
の
年
越
し
と
な
り
ま

す
。
（
玉
熊
律
郎
・
民
医
労
）

３
月
に
５
人
目
の
孫

が
生
ま
れ
る
。
今
年
の
統
一
地

方
選
と
参
院
選
に
絶
対
に
勝
利

し
て
ア
ベ
９
条
改
憲
を
諦
め
さ

せ
、
子
や
孫
た
ち
の
た
め
に
平

和
な
日
本
を
残
し
て
や
り
た

い
。
（
中
道
博
章
・
年
金
者
組

合
）

今
年
は
異
動
も
重
な
り

年
末
年
始
は
連
休
に
な
り
仕
事

が
な
い
暇
な
日
に
何
を
し
よ
う

か
な
っ
て
悩
む
私
・
・
（
高
木

美
穂
・
健
生
労
組
）

　

政
府
は
辺
野
古
新
基
地
の
埋

め
立
て
計
画
を
変
更
す
る
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
衛
局
の

海
域
調
査
（
14
年
〜
16
年
実

施
）
で
辺
野
古
の
海
は
超
軟
弱

地
盤
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
新
た
な
計
画
の
策
定
が

必
要
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

政
府
は
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
状
態
の

軟
弱
地
盤
を
確
認
し
て
お
き
な

が
ら
も
、
埋
め
立
て
工
事
を
優

先
す
る
た
め
に
12
月
の
土
砂
投

入
を
強
行
し
た
の
で
す
。

　

地
盤
改
良
の
た
め
な
ど
で
完

成
ま
で
10
数
年
か
か
り
、
国
民

負
担
に
よ
る
建
設
費
用
も
当
初

の
２
４
０
０
億
円
か
ら
10
倍
の

２
兆
５
千
円
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

埋
め
立
て
変
更
に
は
沖
縄
県

知
事
の
承
認
が
必
要
で
す
が
、

玉
城
知
事
は
設
計
変
更
は
認
め

な
い
姿
勢
で
す
。
し
か
し
政
府

は
３
月
25
日
に
は
、
現
在
埋
め

立
て
し
て
い
る
隣
の
工
区
に
土

砂
を
投
入
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
民
の

心
を
逆
な
で
す
る
も
の
で
す
。

　

１
月
13
日
、
県
平
和
委
員
会

と
憲
法
ネ
ッ
ト
青
森
は
、
青
森

駅
前
公
園
で
市
民
な
ど
15
名
の

参
加
の
も
と
、
沖
縄
の
闘
い
に

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
３
月
15
日

●
発
表
＝
４
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
339
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
創
業
者
の
名

字
④
色
気
よ
り
…
…

⑦
ウ
サ
ギ
ウ
マ
と
も
言
う

⑧
目
は
心
の
…
…

⑩
エ
フ
…
…
。
…
…
マ
ン
。

⑪
物
知
り
…
…
。
お
天
気
…
…
。

ジ
キ
ル
…
…

⑬
地
震
・
…
…
・
火
事

⑮
豆
ま
き
の
翌
日
で
す

⑱
学
問
と
教
育
。
…
…
地
区

⑳
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
名
産

㉒
出
し
ゃ
ば
り
の
反
対

㉔
「
三
四
郎
」
「
そ
れ
か
ら
」

「
…
…
」

㉕
お
湯
を
沸
か
す
と
出
ま
す

㉗
英
語
で
は
リ
リ
ー

㉘
「
若
草
物
語
」の
ジ
ョ
ー

㉙
幸
せ
。…
…
を
つ
か
む

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
…
…
四
十
八
文
字

②
桃
太
郎
の
お
じ
い
さ
ん

は
山
へ
何
を
し
に
行
っ

た
？

③
淡
路
…
…
。
佐
渡
…
…

⑤
渓
流
釣
り
の
代
表
的
な
魚

⑥
金
足
農
業
高
校
と
か
。

⑨
一
度
に
た
く
さ
ん
降
る
雪

⑫
成
田
山
で
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
有
名

⑭
「
ほ
た
る
の
光
」
は
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
…
…
で
す

⑯
猫
に
小
判
、
ブ
タ
に
…
…

⑰
液
晶
画
面
上
の
笑
顔
な
ど

⑲
ラ
イ
ト
と
セ
ン
タ
ー
間
。

…
…
間
。

㉑
時
短
レ
シ
ピ
に
不
可
欠

㉓
「
麒
麟
」
の
読
み
方
は
？

㉖
お
酒
の
飲
め
な
い
人

第
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回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ト
シ
コ
シ
ソ
バ

《
当
選
者
》
20
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

一
戸
隆
行
（
私
教
連
）

高
木
美
穂
（
健
生
労
組
）

久
保
田
栄
美
（
県
教
組
）

吉
田
舞
人
（
全
労
働
）

柳
谷
道
広
（
全
法
務
）

　

安
倍
首
相

は
、
年
頭
の
記

者
会
見
で
「
具

体
的
改
憲
案
を

示
し
、
国
会
で

活
発
な
議
論
を

通
じ
て
、
国
民

的
な
議
論
や
理

解
を
深
め
る
努

力
を
重
ね
て
行

く
こ
と
が
国
会

議
員
の
責
務
」

だ
と
言
い
、
通

常
国
会
の
憲
法

審
査
会
に
自
民

党
改
憲
案
を
提

連
帯
し
て
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
と
土
砂
の
投
入
反
対
の
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

に
よ
る
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

晴
れ
た
日
曜
日
で
人
出
も
多

く
、
市
民
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
写
真
を
撮
っ
た
り
、
激
励
し

て
い
く
人
も
い
ま
し
た
。

示
す
る
意
思
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

首
相
自
ら
が
改
憲
促
進
の
発

言
を
す
る
こ
と
は
憲
法
99
条
の

「
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
・
・

は
、
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護

す
る
義
務
を
負
う
」
と
い
う

「
憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務
」
に

違
反
す
る
も
の
で
首
相
の
資
格

が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調
査
（
１
月

15
日
）
で
は
、
改
憲
に
つ
い
て

「
早
く
す
す
め
る
べ
き
」
23

％
、
「
急
い
で
進
め
る
必
要
が

な
い
」
50
％
、
「
議
論
す
る
必

要
が
な
い
」
14
％
と
国
民
は
改

憲
に
否
定
的
で
す
。
ま
た
、

「
参
院
選
挙
で
一
番
議
論
し
て

ほ
し
い
政
策
は
何
で
す
か
」
の

問
い
に
つ
い
て
、
「
医
療
・
年

金
な
ど
の
社
会
保
障
」
34
％
が

ト
ッ
プ
で
、
「
憲
法
改
正
」
は

10
％
で
国
民
は
改
憲
を
望
ん
で

い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

　

県
９
条
の
会
は
青
森
市
で
３

日
・
19
日
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
月
3
回
の
３
０
０
０
万
人

署
名
を
厳
冬
の
中
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
16
日
、
18

名
の
参
加
で
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

の
中
、
さ
く
ら
野
デ
パ
ー
ト
前

で
署
名
活
動
を
し
ま
し
た
。


